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7
知
レ
の
農
地
を
造
成

　
　
　
場

昨
号
畷

穿
繭

昭　
4
所
人

　
　
　
行
集

　
　
　
発
編

47

N
度
に
開
パ
事
業
で

　
東
郷
町
が
日
向
市
、
都
農
町
と
一
市

二
町
で
事
業
を
す
す
め
て
い
る
美
々
津

地
区
農
用
地
開
発
事
業
（
開
パ
事
業
）

は
、
四
十
七
年
度
に
五
億
四
千
万
円
の

費
用
を
か
け
て
百
二
十
五
、
　
（
夷
郷
町

二
↑
七
、
．
）
の
農
用
地
が
あ
ら
た
に
造

、
次
》
・
、
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
開
．
パ
事
業
は
昭
和
四
十
一
年
度

・ガ、

V
、
っ
基
礎
調
査
を
は
じ
め
、
四
十
五
年

府
又
に
宝
へ
施
計
画
’
を
終
り
、
田
H
十
ハ
ハ
年
晩

に
一
日
目
二
町
で
六
十
隠
ド
（
東
乱
軍
L
1
六

〔、

j
を
開
こ
ん
し
、
み
か
ん
．
の
苗
木
を

植
え
つ
け
ま
し
た
．

　
四
葉
七
年
度
に
東
郷
町
で
は
寺
迫
団

地
で
惣
．
缶
－
♪
べ
月
か
ら
工
事
を
始
め
、

卜
肩
」
．
．
の
門
μ
屑
地
と
道
路
が
ほ
ぼ
完
成

－
㍉
＋
冒
の
参
加
農
家
が
み
か
ん
の

苗
木
を
植
栽
し
ま
し
た
．
、

　
ま
た
、
小
野
田
地
区
で
は
昨
年
九
月

・’，

V
ら
丁
事
に
着
手
し
、
十
三
診
の
農
用

地
と
道
路
が
完
成
し
ま
し
た
、
。
こ
の
う

ち
．
の
九
胎
に
は
農
協
と
適
、
目
の
農
家
が

桑
を
植
え
つ
け
養
蚕
を
導
入
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
残
り
の
四
、
「
に
は
一
．
一

戸
の
農
家
が
飼
料
を
栽
培
し
、
肉
用
牛

を
導
入
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
、
、

　
四
卜
八
年
度
以
降
も
引
き
つ
づ
き
事

業
が
す
す
め
ら
れ
、
五
卜
二
年
度
に
は

一
市
二
町
で
約
千
六
百
ハ
．
の
農
地
が
で

・
く
一
あ
が
る
二
と
に
な
つ
’
、
い
ま
す
．
、
そ

の
結
果
④
経
営
規
模
の
拡
大
②
機
械
化

営
農
に
適
し
た
道
路
網
、
か
ん
が
い
施

没
の
整
備
⑧
立
地
条
件
を
生
か
し
た
み

か
ん
、
養
蚕
、
畜
産
を
導
入
し
、
地
域

・
∂
曲
瞭
輩
禾
構
瓶
迫
ψ
を
改
編
首
毒
し
、
　
曲
離
家
奴
仕
畳
占
．
∂

安
定
と
所
得
の
向
上
に
役
立
つ
も
の
と

期
待
さ
れ
ま
す
．
、

　
小
野
田
地
区
の
桑
園
予
定
地
で
は
機

械
の
力
に
よ
r
．
て
植
付
ミ
ゾ
が
掘
ら
れ

て
い
ま
す
。

第
三
日
曜
日
（
十
五
日
）
は
家
庭
の
日

　
　
．
罐
ず

‘
・
諏
㌧
丁
口 囲鹸㍉＿菰｝幽

鑑鋤繍
攣紹
∫∴「藩蕾

癖

．
醸
無
．二愚

『響㍗欄
一こ壽烈、　縫

蚕蕊｝“
，．『“・、マ

レ
ト
ラ
ク
タ
ー
で
桑
の
植
付
ミ
ゾ
を
…
…

撫照
噸璽 A→硬

藁蒙刃
郵
、

∵
叢
亀

魎
　
　
内
ヲ

礒
．
「
－

　
　
　
　
　
　
　
四
月
は
卯
の
花

　
う
す
紅

　
　
　
　
　
　
が
咲
く
の
で
卯
の

花
月
と
い
う
と
こ
ろ
を
ち
ぢ
め
て

「
卯
月
（
う
つ
》
、
・
）
」
と
呼
ん
で
い

申
承
一
ヲ
。
　
い
し
ょ
い
よ
荊
化
一
の
示
Ψ
節
で
詣
，
、

▽
川
月
の
花
と
い
え
ば
ま
ず
斗
ク
ラ

で
し
よ
う
か
、
わ
が
国
を
代
表
す
る

国
花
と
し
て
世
界
中
に
知
ら
れ
’
、
い

ま
す
。
こ
の
た
州
、
）
町
の
木
と
な
「
．
た

山
桜
も
い
ま
が
い
ち
ば
ん
美
し
い
季

節
で
、
牧
水
先
生
の
歌
に
も
よ
く
う

た
わ
れ
て
い
ま
す
．
山
桜
は
里
の
桜

と
は
ま
た
ち
が
一
，
た
趣
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
．
．
．
花
に
先
が
け
’
、
う
す
紅
の

葉
が
周
囲
の
緑
と
優
雅
な
色
ど
り
を

見
せ
る
。
花
の
盛
り
が
短
か
く
て
、

パ
　
ッ
ン
」
咲
h
「
1
㌔
．
パ
　
ッ
ン
〕
勤
臥
ゆ
Q
。
　
湯
・
♪

散
り
y
・
わ
の
よ
き
が
わ
た
し
た
ち
の

気
質
に
合
う
の
か
、
多
く
の
人
か
ら

愛
さ
れ
1
、
い
ま
す
．

▽
新
予
算
の
も
・
二
で
仕
事
開
始
。
町

と
み
な
ふ
・
、
ん
を
結
ぶ
役
目
の
町
報
も

内
容
を
・
又
り
充
実
ン
・
、
せ
る
た
め
丁
て

う
の
努
力
を
し
ま
す
．
．
ご
批
判
、
ご

意
見
を
お
聞
か
せ
く
ゼ
ふ
・
・
い
．
、

父
母
よ
神
に
も
似
た

る
こ
し
か
た
に
思
い

出
あ
り
ゃ
山
ざ
く
ら

花
　
　
　
　
牧
　
水
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宅住営公

総
総
癒
響
撫

　
引
網
（
」
μ
つ
の
ノ
＼
・
つ
辱
し
一
一
へ
、
ノ
、
1
」
悼
ゆ
へ
’
ご
つ

な
い
の
が
衣
、
食
、
住
、
戦
後
二
十
数

筐
－
た
’
．
た
今
日
、
食
と
衣
に
つ
い
て
は

か
な
り
充
実
し
て
き
ま
し
た
、
町
に
あ

ふ
れ
る
色
と
り
．
ど
り
．
の
食
料
品
や
衣
類

の
山
、
た
く
ま
し
い
日
本
経
済
の
発
展

公営住宅平面図

三
力
年
で
3
2
戸
を
建
設

ぶ
り
が
こ
こ
に
う
か
が
え
ま
す
、
、

　
い
、
つ
ゆ
守
つ
伜
比
↑
の
ほ
？
り
ゆ
鷺
こ
争
り
弓
㌔
・
し
よ

う
か
．
．
卒
直
に
い
っ
て
食
と
衣
に
く
ら

．
＼
こ
れ
ま
で
い
き
き
か
お
（
れ
て
い
た

こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
近
隼
経
済
構
造
．
の
変
化
に
・
三
．
’
、
町

玄関

ローカ

R　帖
二二’一｝

物置 押
入

押入 入U，P DN

□

－　　　一　　一

D．K

隔　　　　9　　　　一　　　　　璽

　，　，　一　　一　　一

U　帖

一　　　　　　　一

Aフス
ベランダ

階階＿些＿21

内
や
日
向
市
な
ど
の
事
業
所
に
通
勤
す

る
入
が
ず
い
ぶ
ん
増
え
ま
し
ハ
ー
－
。
そ
の

う
え
核
家
族
化
の
現
象
と
最
近
の
土
地

．
フ
ー
ム
に
堅
目
へ
怯
・
つ
㎡
山
踏
の
古
同
一
膿
“
o
↓
の
い

ま
ハ
．
て
住
宅
難
は
ま
す
ま
す
深
刻
に
な

r・

ﾄ
き
て
い
ま
す
6

10

ﾋ
が
完
成

月
末
か
ら
入
居

　
国
や
県
で
も
こ
の
住
宅
不
足
を
解
消

す
る
た
め
に
伍
次
計
画
を
た
て
て
一
世

帯
一
住
宅
を
め
ゴ
・
し
て
公
営
住
宅
の
建
・

設
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
本
町
で

も
国
や
県
の
計
画
に
添
っ
て
三
雪
年
計

画
を
た
て
て
、
昭
和
四
十
九
年
度
ま
で

に
小
野
田
区
船
戸
に
三
十
二
戸
の
公
営

住
宅
を
建
設
す
る
計
画
で
す
。

　
そ
の
年
度
別
内
訳
は
四
十
七
年
度
と

四
十
八
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
十
戸
、
四
十

九
年
度
に
十
二
．
月
を
建
設
す
る
計
画
で

す
。
こ
．
の
う
ち
の
四
十
七
年
度
分
が
近

く
完
成
し
、
四
月
下
旬
か
ら
入
居
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
近
く
完
成
す
る
住
宅
は
第
一
種
簡
易

耐
火
構
造
の
二
階
建
、
一
棟
五
酉
建
二

棟
で
す
。
一
戸
当
り
床
面
稽
は
四
生
三

・
四
八
平
方
冒
．
∩
（
約
十
三
坪
）
で
、
一

階
が
ダ
イ
ニ
ン
ヶ
キ
ツ
チ
ン
、
・
風
呂
、

便
所
二
階
が
六
帖
と
三
帖
．
の
二
間
で
す

入
居
者
の
公
募
中

　
町
で
は
公
営
住
宅
の
完
成
に
よ
り
そ

の
入
居
者
を
公
募
中
で
す
。

一
、
家
賃
　
基
準
家
賃
＝
月
月
額
七
千

　
　
　
　
八
百
円
（
二
丁
料
、
水
道
料

　
　
　
　
な
ど
は
入
居
者
負
担
）

二
、
入
居
資
格

　
2
　
現
在
東
郷
町
に
住
所
ま
た
は
勤

　
　
務
場
所
を
有
す
る
か
有
し
よ
う
と

　
　
す
る
も
の
．
、

　
こ
　
原
則
と
し
て
入
居
申
込
み
時
に

　
　
お
け
る
月
額
所
得
金
が
三
万
円
を

　
　
こ
え
五
万
八
干
円
以
下
の
も
の
．
、

　
　
（
扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
は
所
得

　
　
金
か
ら
扶
養
親
族
一
人
に
つ
｝
・
二

　
　
万
円
を
控
除
す
る
）

三
、
申
込
方
法

　
三
　
申
込
書
は
役
場
総
務
課
に
請
求

　
〔
一
給
与
所
得
者
は
四
十
七
年
分
の

　
　
源
泉
徴
収
票
、
そ
の
他
は
市
町
村

　
　
艮
の
発
行
す
る
所
得
証
明
書
を
提

　
　
出
す
る
こ
と
。

　
・
一
印
鑑
持
参
の
こ
と
，

四
、
申
込
先
お
よ
び
期
限

　
　
　
四
月
十
日
ま
で
に
東
郷
町
役
場

　
　
総
務
課
宛
申
込
む
こ
と
。

五
、
入
居
の
時
期
　
四
月
下
旬

六
、
入
居
者
の
選
考

　
　
　
東
郷
町
公
営
住
宅
管
理
条
例

　
　
　
の
規
定
に
よ
り
選
考
す
る
，

町
の
シ
ン
ボ
ル

　
よ
り
美
し
く
、
よ
り
豊
か
な
町
づ

く
り
を
す
す
め
る
た
め
に
、
町
で
は

東
郷
町
の
植
樹
祭
を
記
A
、
心
し
て
「
町

の
木
」
一
町
の
花
」
一
町
の
し
ゴ
一
の

ご．

ﾂ
を
指
定
し
、
三
［
月
二
卜
七
日
の

植
樹
祭
で
発
表
し
ま
し
た
．

空
町
の
木

　
　
山
ざ
く
ら
…
…
…
（
バ
ラ
科
）

　
本
州
中
部
以
南
の
山
地
に
自
生
す

る
高
木
．
一
新
葉
は
茶
か
っ
色
で
花
と

同
時
に
（
、
）
ろ
が
り
、
は
な
や
か
き
は

な
い
が
、
山
野
．
の
緑
と
よ
（
調
和

し
、
お
だ
や
か
な
日
本
趣
味
．
の
豊
か

な
花
を
も
つ
．
．

且
且
の
花

　
　
尾
鈴
寒
ラ
ン
…
…
（
ラ
ン
科
）

　
尾
鈴
山
系
に
自
生
す
る
寒
今
ン
．
．

洋
ラ
ン
の
一
種
で
多
托
－
草
．
．
葉
は
堂
…

緑
で
線
形
，
十
二
月
か
ら
一
月
の
こ

ろ
数
花
を
総
状
に
つ
け
、
花
は
芳
香

が
あ
る

護
町
の
鳥

　
　
き
じ
…
…
…
（
キ
ジ
科
）

　
中
部
ア
ジ
マ
に
一
、
〕
ろ
く
分
布
．
一

九
四
七
年
日
本
の
匡
鳥
に
選
定
、
雄

は
姿
勢
優
美
で
羽
の
色
ど
り
が
美
し

く
男
性
的
．
．
雌
は
「
．
焼
野
の
キ
ギ
ス

夜
．
の
ッ
ル
」
と
た
と
え
ら
れ
る
く
、
つ

い
の
鳥
界
母
性
愛
の
象
徴
と
み
な
ユ
、
・

れ
る
、
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四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
セ
日

同
、
春
．
の
三
田
交
通
安
全
運
動
が
行
な

わ
れ
ま
す
．
．
今
回
は
歩
行
者
と
く
に
新

入
学
児
童
、
園
児
、
幼
児
お
よ
州
、
）
老
人

の
事
け
故
防
止
’
を
二
二
の
重
占
｛
ル
ド
し
て
い

ま
す
，

　
ま
ず
新
入
学
三
重
、
園
児
の
事
故
防

－
臣
対
．
束
・
こ
聯
し
’
、
ス
ケ
～
－
－
ル
．
ソ
：
ー
ン
の
筑
下

定
と
定
着
化
が
推
進
き
れ
ま
す
。
こ
れ

は
小
学
校
な
ど
を
中
心
と
す
る
半
径
お

お
な
ね
五
百
ヅ
の
範
囲
内
に
設
け
ら
れ

る
も
．
の
で
、
そ
の
区
域
で
は
一
部
交
通

…
」
規
制
さ
れ
ま
す
，
自
動
車
な
ど
を
連

脚

」

F　Ψド

保確全安慰

動運全
日15

安
～

通
日

　
　
　
　
　
6

の
四
月

　
　
　
の
4

通

春

転
ず
る
人
は
子
ど
も
が
安
全
に
通
学
で

≧
、
る
よ
う
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
で
運
転

｝
・
」
れ
る
よ
う
に
お
ね
が
い
し
ま
す
、

　
次
に
、
子
ど
も
の
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
に
は
家
庭
で
の
し
つ
け
や
教

育
が
大
切
で
す
．
．
特
に
お
か
あ
さ
ん
方

は
こ
．
の
こ
と
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
劉
，
識
し
て

子
ど
き
、
の
交
通
安
全
教
育
を
し
て
く
だ

・｝

諱
E
い
、

お
と
し
よ
り
は

黄
色
い
つ
え
を

ま
た
お
と
し
よ
り
の
交
通
奏
故
防
止

に
つ
い
て
は
、
か
ら
だ
の
不
自
由
な
お

と
し
よ
り
は
白
色
の
つ
え
．
の
ほ
か
黄
色

の
つ
え
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
㍉
・
・
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
．
の
つ

え
を
稽
極
的
に
使
用
し
て
い
た
だ
き
、

正
し
い
道
路
の
通
行
方
法
を
守
r
．
て
く

だ
占
唾
㌔
い
。

　
ま
た
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
も
正
し

い
乗
り
方
を
守
っ
て
く
だ
き
い
。

　
要
す
る
に
、
交
通
事
故
は
わ
た
し
た

ち
の
身
近
か
な
問
題
で
あ
り
、
他
人
ご

と
で
は
す
ま
き
れ
ま
せ
ん
．
、
運
転
者
も

歩
行
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
守
り

そ
し
て
地
域
の
人
た
ち
す
べ
て
が
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
に
参
加
し
て
、
町

民
総
ぐ
る
み
の
運
動
が
で
㍉
、
、
る
よ
う
に

つ
と
め
ま
し
よ
う
、

お
と
な
が
ま
ず

子
ど
も
の
模
範
に

　
歩
行
者

一
、
歩
道
．
の
な
い
道
路
で
は
右
端
を
歩

　
ノ
＼
。

二
、
道
路
を
横
断
す
る
と
≒
－
は
遠
廻
り

　
で
も
横
断
歩
道
、
横
断
歩
道
橋
な
ど

　
を
利
用
す
る
。

三
、
横
窓
す
る
と
｝
、
－
は
必
ず
手
を
あ
げ

　
て
、
右
、
左
、
右
を
見
て
安
全
を
確

　
か
め
て
か
ら
渡
る
。

四
、
車
の
す
ぐ
前
、
す
ぐ
後
を
横
断
し

　
な
い
．
．

五
、
道
路
の
斜
横
断
は
し
な
い
。

自
転
車
に
乗
る
人

一
、
二
人
乗
り
、
か
き
き
し
運
転
、
手

放
し
連
転
は
し
な
い
、
．

二
、
道
路
の
左
端
冷
二
列
に
進
む
，

スクールゾーン

定
≡…尺

奴
ナ
　，

▲眉

．
濁

7

三
、
右
、
左
に
曲
る
と
｝
、
・
は
手
で
合
図

　
す
る
，

四
、
せ
ま
い
道
路
か
、
．
っ
広
い
道
路
に
出

　
る
と
｝
ご
は
必
－
す
　
旦
止
ま
’
ノ
て
安
全

　
を
確
か
め
る
。

五
、
酒
を
飲
ん
ゼ
ら
乗
ら
な
い
、

六
、
自
転
車
の
後
の
泥
よ
け
に
は
反
．
射

　
ガ
ラ
ス
ま
た
は
反
射
テ
ー
プ
を
っ
け

　
る
、
．

　
運
転
者

一
、
横
断
歩
道
で
は
歩
行
者
に
必
ず
進

　
路
を
ゆ
ず
る
．

二
、
ス
ピ
ー
ド
．
の
出
し
過
y
・
・
、
無
理
な

　
追
越
し
は
し
な
い
．
．

三
、
踏
切
一
時
停
止
と
安
全
確
認
を
励

　
行
ず
る
、

四
、
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
，

｝丑

A
　
件
μ
些
不
占
渦
検
、
　
定
万
別
三
七
検
’
を
励
だ
仔
｝
し

　
完
全
な
状
態
で
運
転
す
る
、

　
家
庭
の
主
婦

］
、
家
族
が
家
を
出
る
と
き
は
安
全
な

　
歩
行
、
安
全
蓮
転
励
行
の
「
愛
．
の
…
、
）

　
と
声
」
を
か
け
る
．
、

二
、
幼
児
を
道
路
へ
一
人
で
出
し
た
り

　
道
路
で
遊
ば
せ
た
り
し
な
い
．
．

三
、
幼
児
を
連
れ
て
道
を
歩
く
と
き
は

　
正
し
い
歩
き
方
、
安
全
確
認
．
の
し
つ

　
け
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
す
る
．
．

四
、
交
通
安
全
を
「
茶
の
間
」
の
話
題

‘

　　
@　
@　
@　

　
に
と
り
あ
げ
て
、
家
族
．
の
関
心
を
高

　
め
、
注
意
を
う
な
が
す
、

五
、
車
を
運
転
す
る
人
に
は
絶
対
酒
を

　
出
さ
な
い
，

　
運
転
者
の
雇
主
な
ど

］
、
事
業
所
な
ど
の
運
行
管
理
、
安
全

　
運
転
管
理
を
強
化
し
、
そ
．
の
体
制
を

　
強
化
す
る
。

二
、
仕
業
点
検
、
定
期
点
検
を
確
実
に

　
実
施
・
し
、
　
整
備
ア
小
自
ス
車
の
置
仙
転
ゆ
∫
・
、

　
せ
な
い
。

三
、
無
理
の
な
い
運
行
計
画
を
た
’
、
、

　
過
労
運
転
、
過
重
稽
載
、
ス
ヒ
ー
N
、
－

　
違
反
な
ど
を
き
せ
な
い
、

四
、
毎
朝
の
点
呼
時
に
一
口
教
育
を
実

　
施
し
、
必
要
な
注
意
を
喚
起
す
る
，

五
、
法
令
講
習
会
な
ど
を
開
き
、
交
通

　
ル
・
．
－
ル
の
徹
底
と
安
全
運
転
技
術
な

　
ど
．
の
向
上
に
つ
と
め
る
、

〔
す
べ
て
の
町
民
〕

一
、
す
・
べ
て
．
の
お
と
な
は
、
白
∵
り
　
父
通

　
ル
ー
ル
を
よ
く
守
り
、
子
ど
…
，
．
の
模

　
範
と
な
る
よ
う
心
が
噂
．
■
る
．

二
、
道
路
で
遊
ん
で
い
ろ
子
ど
・
も
を
見

　
か
け
た
ら
「
愛
の
注
．
．
忌
」
を
三
州
、
）
か

　
け
る
．
、

＝、

A
学
童
、
園
児
、
老
人
お
よ
卵
、
し
身
体

　
障
害
者
な
ど
．
の
通
行
を
み
ん
な
で
守

　
り
、
す
す
．
ん
で
誘
導
す
る
．
．
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o鱈

「難童聴く躾｝
噂

・
、
ぬ

　
　
’

層

　
近
年
食
刻
に
よ
る
公
L
目
か
問
題
に
な

！．

ﾄ
い
ま
す
．
．
豚
は
＝
頭
当
）
一
任
閻

に
二
㌧
の
フ
ノ
を
耕
せ
つ
す
る
こ
h
つ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
’
；
に
食
堂
に
よ

r．

ﾄ
生
す
る
亜
い
臭
、
害
虫
発
生
、
井
戸

塞
や
河
川
の
朽
染
な
二
ま
人
の
健
康
ま

た
は
生
盾
環
境
に
羨
し
い
被
害
を
与
え

る
こ
と
は
事
実
の
・
｝
う
て
す
。

　
二
月
の
定
例
町
議
会
て
3
、
養
豚
公
訴

に
対
し
て
、
町
ま
基
本
的
な
暦
策
を
た

’
㌔
る
p
去
う
強
い
要
望
か
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
食
豚
劣
」
重
要
な
産
業
て
す

の
て
、
豚
舎
の
構
造
な
こ
を
許
、
善
華
糾

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
、
っ
の
幣
害
を

な
く
し
、
企
業
と
し
て
寸
派
に
育
’
、
て

h
く
必
要
も
あ
う
ま
す
。

‘

　
県
ほ
四
十
六
年
二
．
目
＝
良
豚
に
起
因

す
る
環
境
仁
道
防
止
対
策
要
綱
＝
望
設

＋
、
一
頭
て
3
。
豚
を
飼
育
す
る
施
設
を

つ
く
る
と
き
ま
そ
の
旨
の
届
出
を
す
る

し
矢
う
に
指
導
し
て
h
ま
す
。
将
来
ま
国

か
曹
臭
防
止
法
の
政
ム
リ
指
定
二
「
豚
一

ン
｝
［
ニ
フ
k
リ
一
♪
を
加
え
て
法
律
て
｝
、
、

｝、

l
し
く
規
制
す
る
方
針
の
よ
う
て
す

県
の
標
準
施
設
で

　
本
町
に
ま
ま
㍉
表
“
；
．
て
直
接
養
豚

▼
一
よ
る
公
害
発
生
の
苫
情
は
な
い
よ
う

て
す
．
し
か
し
、
養
豚
家
の
み
≠
》
て
、
ん

イ
、
こ
う
し
た
日
や
県
の
公
雲
行
政
二
対

す
る
姿
勢
、
ま
た
公
害
の
被
詣
を
う
↓

る
信
民
の
迷
惑
と
い
’
．
た
問
題
を
し
ゅ

う
ふ
ん
認
識
し
て
、
少
な
く
と
も
本
町

乃
っ
養
豚
に
よ
る
公
虚
日
か
お
｝
、
な
い
よ

う
に
、
訊
の
こ
と
に
つ
い
’
、
こ
協
力
を

わ
7
1
か
い
し
ま
丁

一
、
現
存
豚
を
飼
ム
日
し
て
い
る
人
ほ
、

　
豚
を
飼
育
す
る
こ
と
に
k
’
．
r
、
近
研
、

　
の
人
た
ち
に
迷
惑
を
か
ナ
な
い
．
玉
う

　
げ
一
幽
3
り
9
ア
〕
レ
一
。
　
子
」
↑
し
迷
或
い
希
一
か
｝
一
’
㌔

　
い
る
な
、
っ
ぽ
口
r
／
ご
に
施
設
を
改
善
す

の
9
こ
ン
】

一、

ｧ
の
標
準
施
設
て
こ
れ
か
、
っ
養
豚

を
ゐ
う
つ
と
す
る
人
5
、
仁
人
に
迷

或い

ﾌ
’
、
”
へ
”
　
つ
へ
》
、
旧
物
所
’
磐
油
込
占
疋
－
し
、

μ
旭
し
峡
¢
」
旧
ト
の
幽
匹
」
刀
ハ
」
ン
∫
∂
　
一
二
♪
2
岬
9

こ
－
二

　
ま
七
、
人
規
模
養
豚
票
・
禾
の
目
的
’
、

踏
．
｝
デ
ん
の
土
地
の
捉
供
を
禾
力
ら
れ

た
場
合
ず
．
、
一
㌧
町
役
場
に
帽
談
し
’
、

∵
虻
，
き
∵
．
し
・
こ
」
検
討
｝
、
・
七
て
く

｝
二
．
へ
ま
す
｛
つ
お
ね
か
、
し
ま
す

二
二
一
＝
＝
＝
：
＝
一
一
一
一
；
ニ
■
ニ
一
＝
＝
ニ
一
一
一
＝
ニ
ニ
一
＝
脚
二
一
＝
＝
一
二
■
一
一
＝
＝
一
＝
一
一
一
＝
＝
一
一
一
一
F
ニ
＝
一
一
一
＝
ニ
ニ
一
一
二
二
一
一
一
＝
ニ
＝
一
一
＝
雪
二
一
一
一
＝
F
ニ
一
一
一
一
＝
一
＝
一
一
＝
＝
ニ
≡
一
二
：
一
一
一
一
＝
＝
一
一
一
一
一
一
＝
：
≡
一
二
一
一
一
一
一
冒
二
二
一
一
一
；
ニ
＝
一
一
一
一
一
一
＝
＝
一
一
＝
ニ
ニ
一
二
＝
一
＝
二
曽
＝
＝
＝

電
話
の
普
及
率
7
7
％

地
域
集
団
電
話
の
増
設

　
こ
の
た
甲
、
）
山
陰
地
域
集
団
電
語
の
第

二
玖
増
設
か
行
な
わ
れ
、
い
よ
h
よ
今

月
か
ら
開
通
す
る
こ
と
に
な
》
ま
し

た
．
今
回
の
増
設
加
入
数
は
六
百
五
十

バ
台
ヂ
、
、
今
ま
で
に
つ
い
て
い
る
集
田

六
百
ゴ
台
、
一
般
百
パ
台
と
合
わ
せ
て

本
町
の
再
話
加
入
数
は
千
一
．
百
パ
十
九

ム
ー
－
と
な
一
、
並
日
及
率
ま
七
七
％
（
］
・

一
二
口
当
）
一
台
）
と
な
う
ま
し
た
。

　
置
話
は
什
事
や
く
ら
し
て
い
ろ
い
ろ

と
便
利
な
も
の
て
す
か
、
霞
話
は
お
互

h
か
1
手
に
か
ナ
る
こ
と
に
よ
一
．
て
経

済
的
に
効
果
的
に
そ
の
頁
価
を
発
捕
す

る
こ
と
か
て
㌧
、
－
ま
す
．
特
二
こ
の
地
域

集
団
童
話
は
電
話
線
を
共
同
て
使
い
ま

す
の
て
、
通
話
は
要
領
よ
く
簡
中
に
し

他
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
心
か
ナ

ま
し
一
｝
う
。
ま
た
、
し
ば
、
つ
く
ま
星
雑

か
続
㌧
、
・
ま
す
か
、
こ
れ
ま
電
話
の
開
通

を
親
て
｝
、
・
や
知
入
な
こ
に
連
絡
す
る
例

か
多
い
た
み
て
、
彪
話
の
加
二
二
彪
話

香
号
の
周
知
は
鋼
便
は
か
き
な
こ
を
使

う
よ
う
に
し
て
く
ハ
∫
、
」
い
。
昭
和
四
一

五
任
－
ド
一
開
鵡
胆
や
し
♪
」
W
ヨ
一
口
キ
⇒
寸
こ
3
つ
の
！

々
フ
、
乃
電
「
詰
メ
U
日
溜
、
つ
れ
↓
干
し
ハ
」
か
、
」
4
3

厚
、
M
か
通
話
の
エ
チ
ヶ
　
、
を
T
一
、

彪
話
を
気
軽
に
、
そ
し
て
㌧
・
で
つ
す
ご

使
う
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
こ
の
た
曽
、
）
の
山
陰
地
墨
電
話
の
増
設

▼
一
伴
な
い
電
話
の
か
ナ
方
か
一
部
変
一

ま
し
た
。
東
郷
町
商
ユ
会
配
布
の
電
話

帳
を
参
照
し
て
、
ま
ち
か
h
の
な
い
よ

う
に
こ
注
噛
く
’
∫
・
・
い
。
な
お
、
自
動

局
か
、
っ
山
陰
地
鼠
へ
か
ナ
る
と
』
、
・
ま
、

楠娼

W
の
4
閣
外
四
一
奮
［
　
九
八
ニ
ハ
九
」

こ
つ
つ
h
て
相
丁
の
竃
話
蚤
号
を
ヤ
・

一
ル
し
て
く
ハ
」
、
・
、
　
直
接
つ
な
か
一

ま
ず
。役

場
に
こ
用
の
方
は

　
役
場
の
各
謂
の
地
主
地
話
零
号
は
紘

の
と
お
り
て
す
　
こ
れ
以
外
の
課
に
ご

用
の
乃
よ
＝
蕾
こ
か
、
－
て
く
セ
さ
い

5576

5556

5657

5686

5677

5667

0567

5613

5621

町長ギ
収入役至
総務課
住民課
税務課
農林課
建設課
教倉委員会

東郷病院

’

場役

ぺ
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心
身
障
害
者
に
希
望
を

1
1
心
身
障
害
児
（
者
）
扶
養

　
　
　
　
共
済
制
度
に
加
浸
し
よ
う

　
不
【
」
i
｝
一
㍗
し
’
」
身
体
障
勤
口
血
臼
ゐ
㌔
蛙
帽
神
薄

弱
者
を
家
杉
こ
持
た
れ
た
方
の
こ
心
配

眠
ヒ
赫
来
へ
の
曲
り
女
レ
一
い
・
り
3
」
の
は
、
隊

か
一
し
れ
な
い
も
の
か
あ
b
ま
す

　
こ
の
・
玉
う
㍉
心
し
悩
み
を
も
・
，
た
・
勺

ハ
∫
）
の
強
い
希
望
か
、
っ
生
れ
た
の
か
、

・
い
身
陣
み
児
（
蕎
）
扶
養
共
済
制
畦
’
、

す
、

　
こ
の
制
度
二
加
入
て
｝
、
・
る
の
二
心
身

競
書
意
（
者
）
を
扶
良
し
て
い
る
四
イ

、
五
雲
太
満
の
庁
と
な
一
．
て
い
ま
す

　
こ
の
制
駐
に
加
入
し
て
、
毎
月
玉
、
・
ま

’．

ｽ
掛
金
を
納
入
し
て
い
た
セ
ナ
れ
ば

そ
の
加
入
者
か
死
亡
し
た
り
、
病
気
や

堅
甲
て
不
具
廃
疾
と
ヘ
ナ
．
た
》
し
た
場

ム
ロ
、
残
七
、
れ
ハ
」
・
い
身
q
障
空
［
ザ
有
二
は
’
母
日
U

二
万
円
の
鉦
金
か
支
給
》
・
、
れ
る
と
、
う

し
く
み
て
す
．
．

申
し
込
み
の
手
統

郷

◎

加

入

主

9

入

東報町5

　
体
か
不
自
由
て
あ
一
．
た
り
、
精
神
発

倉
の
お
く
れ
（
ち
え
お
く
れ
）
な
と
の

た
ヵ
、
将
来
、
自
分
の
カ
て
牛
盾
す
る

1
・
・
と
か
困
難
セ
と
考
え
、
つ
れ
る
人
を
扶

食
し
て
お
）

　
宮
崎
県
内
こ
住
ん
で
い
る

、
四
十
土
歳
未
満
て
あ
る

　
一
般
の
生
へ
m
保
険
に
加
入
て
｝
．
・
る
健

11

ル

♪3 以康
甲状
の態
人て
はあ
こQ
エ

レ
｝
」

加
入

き

◎
申
し
込
み
方
法

　
町
福
祉
係
こ
用
暮
し
r
、
あ
る
加
入
申

込
書
に
玖
の
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
・
主
∫
・
・
い
。

1
、
申
込
書
と
障
害
者
の
住
民
抄
本

2
、
申
込
者
（
被
保
険
者
）
告
知
書

3
、
障
⊥
［
者
の
三
二
を
証
明
す
る
書
類

4
、
任
金
管
理
者
指
走
届
書

掛
金
の
額
と

払
込
み
の
方
法

　
掛
金
の
月
額
は
加
入
者
の
年
齢
に
よ

っ
て
玖
の
よ
う
こ
な
・
．
’
、
h
ま
す
。

　
一
．
f
五
歳
末
満
　
　
　
三
二

　
一
．
f
五
歳
以
f
四
十
五
歳
未
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
＝
百
円

　
加
入
者
の
年
齢
は
、
毎
年
度
四
月
　

日
の
年
齢
こ
よ
り
ま
す
几

　
加
入
者
に
は
県
か
ら
納
入
告
知
書
か

送
、
つ
れ
て
｝
・
、
ま
す
の
て
、
近
く
の
劉
便

局
、
指
定
銀
行
の
窓
口
を
通
㌧
て
納
入

し
て
い
た
セ
㍉
・
・
ま
す
。

年
金
・
弔
慰
金
の
支
給

　
加
入
者
か
死
，
L
（
廃
疾
を
含
“
．
一
）
き

れ
た
と
㍉
、
・
ま
、
残
ふ
・
b
れ
た
・
い
身
障
害
者

二
毎
月
二
万
円
か
麦
給
さ
れ
ま
す
．

　
・
い
身
障
害
者
か
、
加
入
者
の
生
序
中

こ
死
亡
〕
・
・
れ
た
と
｝
、
や
、
加
入
者
と
・
い

身
障
害
者
か
同
時
に
死
亡
曽
・
㌔
れ
た
と
き

ま
、
弔
慰
金
二
万
円
か
支
給
き
れ
ま
す

年
金
ま
心
身
障
害
者
に
支
給
き
れ
ま
す

か
、
本
人
か
自
分
て
受
け
と
一
．
て
管
理

て
き
な
い
と
き
は
「
手
金
管
理
者
」
二

か
わ
一
．
て
受
け
と
っ
て
い
た
ハ
～
、
、
、
廻

書
者
の
保
護
に
あ
た
っ
て
い
た
セ
き
ま

す
　
伍
金
管
理
者
は
あ
ら
か
し
め
加
入

申
込
み
の
と
㍉
・
－
、
㍉
、
・
め
て
お
く
こ
と
か

て
㍉
、
－
ま
す
。

　
喝
慰
金
は
加
入
者
に
支
払
わ
れ
ま
す

か
、
加
入
者
か
・
い
身
障
害
者
と
同
時
に

死
亡
し
た
と
》
、
は
年
金
管
理
者
に
支
払

わ
れ
ま
す
。

掛
金
は
所
得
か
ら
控
除

　
加
入
後
二
河
年
以
－
経
過
し
、
加
入

者
か
六
ト
五
歳
以
ヒ
に
な
る
と
、
あ
と

の
掛
金
は
払
い
こ
ま
な
く
て
よ
い
こ
と

こ
な
r
ノ
て
い
ま
す
、

　
掛
金
は
一
般
の
生
命
保
険
料
と
同
し

全
う
に
所
得
か
ら
控
除
き
れ
、
支
給
毒
・
㌔

れ
る
年
金
な
こ
に
は
税
金
は
か
か
り
ま

せ
ん
．
，

　
掛
金
を
ニ
頃
日
「
以
」
払
、
、
込
ま
な
い

と
加
入
者
の
資
格
を
失
な
い
ま
す
。

　
加
入
者
か
県
外
へ
転
出
山
・
・
れ
た
場

合
、
転
出
先
の
共
済
制
度
と
継
続
す
る

こ
と
か
て
｝
、
－
ま
す

　
・
い
身
障
吉
児
（
者
）
を
も
つ
保
護
者

か
お
互
h
に
た
す
け
あ
う
こ
の
制
嘘
を

も
》
あ
デ
、
将
来
の
不
安
を
な
く
す
よ

う
、
㎏
、
）
と
う
残
ら
ず
加
入
て
・
れ
る
よ
う

に
お
ね
が
い
し
ま
す
。

町
の
木
、
鳥
、
花

　
　
第
二
十
四
回
の
全
田
植
樹
祭
か
小

　
林
市
の
ひ
な
チ
。
づ
台
て
行
な
わ
司
る

　｝　
の
を
機
会
に
本
町
て
も
一
．
月
ド
ー
七

へ　
日
に
植
樹
祭
を
開
い
た
。
場
所
は
坪

　
谷
の
田
の
原
。
こ
こ
に
牧
水
先
生
の

　
歌
に
出
て
く
る
植
物
や
町
内
の
詫
な

｝　
植
物
を
植
栽
し
、
将
来
こ
こ
を
「
牧

！　
水
の
丘
」
と
呼
A
こ
と
に
し
た
。

　
先
日
牧
水
記
ム
，
］
舘
を
訪
れ
た
随
筆
家

　
の
目
塚
文
子
き
ん
も
こ
の
名
称
に
は

　
賛
敗
き
れ
て
い
た
。

　
　
植
樹
祭
は
町
面
積
の
九
［
％
を
占

　
め
る
山
林
資
源
造
成
の
意
欲
と
永
伍

に
わ
た
る
山
林
の
因
い
恵
二

尋
す
る
感
謝
、
き
ら
に
は

緑
を
愛
す
る
こ
と
に
よ
r
．

’
、
失
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
人

間
性
の
回
復
を
企
画
し
た

も
の
て
あ
る
。

閑
「
か
選
拷
て
㌔
れ
た
　
二
の
こ
二
三

．
↓
弓
一
四
日
の
町
峨
会
こ
契
告
、
一

月
一
升
七
日
の
植
樹
祭
て
n
式
に
決

当
日
き
れ
た

　
町
内
に
は
山
慢
か
実
こ
多
h
。
う

丁
、
っ
寒
h
吻
狭
に
う
す
刊
の
葉
か
出

て
、
や
か
て
、
化
か
開
く
．
ま
｝
＝
一
に

†
伺
そ
な
姿
て
あ
る
。
っ
す
か
な
期
闇

’
羨
化
手
島
散
ウ
9
か
、
　
男
陛
」
的
’
㌦
潔
い
．

牧
水
先
牛
の
歌
こ
山
郭
の
歌
か
多
h

　
町
の
特
と
な
一
．
た
マ
く
、
し
一
エ
最

近
あ
ま
》
み
か
ナ
な
、
よ
う
こ
な
っ

た
ま
り
｝
う
し
の
昌
て
あ
る
。
し
か
し

昨
年
か
、
っ
福
瀬
仲
の
原
の
休
猟
又
こ

㌧
、
－
㌧
か
放
た
れ
た
．
、
一
、
．
．
任
後
こ

表
趨
想

　
こ
の
植
樹
祭
を
機
会
こ
数
鉦
前
か

ら
声
の
あ
っ
た
「
町
の
木
、
目
、
花
」

を
塵
志
し
て
、
こ
れ
を
愛
護
し
ょ
う

と
い
う
動
き
か
て
て
、
昨
狂
ト
一
月

の
区
長
会
に
提
案
し
で
町
民
に
応
募

し
て
ヌ
」
、
つ
う
よ
う
に
依
頼
し
た
。
し

か
し
方
法
に
対
す
る
配
慮
と
仏
報
の

不
足
か
ら
締
切
う
ま
て
こ
わ
す
か
し

か
応
募
か
な
か
r
．
た
。
こ
れ
て
は
㌧

募
に
よ
r
．
’
、
決
定
て
》
・
、
な
い
の
て
、

二
月
十
日
の
緑
化
推
進
委
員
会
て
　

応
の
選
考
を
し
て
も
ら
い
、
さ
っ
に

ゴ
月
十
一
．
日
、
各
種
団
体
長
会
て
審

議
し
て
も
、
？
ノ
た
結
果
、
「
本
に
山

桜
＝
弓
に
…
－
し
」
「
花
に
尾
鈴

に
生
え
て

こ
の
名
を
呼
ふ
。

る
愛
好
の
鼓
、
か
異
常
な
ま
て
高
く
な

っ
て
い
る
。
こ
の
た
み
採
取
過
剰
と

へ
与
・
ノ
激
減
の
状
能
ご
」
↓
の
る
　
　
中
貝
重
へ
｝

こ
の
植
物
を
郷
上
の
力
て
．
」
ら
ね
ま

な
、
つ
な
い
と
思
う
。

　
こ
の
た
曽
、
㌧
．
つ
の
町
の
ノ
∠
、
レ

を
定
遺
る
こ
と
に
な
r
．
た
か
、
多
く

の
町
民
か
こ
の
仁
義
を
理
解
し
て
い

た
セ
い
て
、
こ
れ
を
愛
護
し
、
緑
豊

か
な
、
小
る
…
と
の
建
設
て
協
力
し
て

も
、
っ
、
た
い
と
顎
う
の
て
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
小
野
弘
　
）

は
あ
の
端
黒
な
姿
を
現
実

に
見
る
こ
と
か
て
き
る
た

ろ
う
D

　
尾
鈴
寒
蘭
隊
全
因
の
ラ

ノ
譜
に
、
砿
あ
る
か
学
名
て

ま
な
い
。
本
町
の
地
域
内

h
る
寒
ラ
ノ
を
総
称
し
て

　
　
　
最
近
ラ
ノ
に
対
す
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．
　
　
　
　
　
　
　
う
オ
　
　
r
　
～
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
一
も
．
ζ
三
遷
．
．
．
ド
，
　
h
．
．
，
　
．
．
　
－
　
．

　
昭
和
四
十
七
年
度
の
事
業
と
し
て
建

設
エ
事
が
進
め
・
．
つ
れ
て
い
た
福
瀬
区
．
の

仲
野
原
、
出
口
地
区
．
の
簡
易
水
道
施
設

の
配
水
管
エ
事
が
完
成
し
ま
し
た
，

　
こ
の
事
業
は
、
衛
生
的
で
｝
、
・
れ
な
い

水
を
町
民
．
の
み
な
き
ん
に
供
給
し
、
長

年
．
の
水
不
足
を
解
消
す
る
目
的
で
計
画

し
た
も
．
の
で
す
。
総
町
費
一
千
九
百
八

十
万
円
を
か
け
て
既
設
．
の
山
陰
地
区
簡

易
蛋
直
施
設
の
拡
張
丁
事
と
し
て
配
氷

本
管
を
延
長
し
、
途
中
の
柿
の
木
田
に

配
水
池
（
容
量
八
卜
㌧
）
を
設
け
、
仲

野
原
と
出
口
地
区
九
レ
「
世
帯
、
三
百

＝．

v
「
人
，
一
節
粕
水
㌃
し
詣
川
内
ノ
。

　
，
．
》
、
－
つ
づ
」
、
－
各
世
帯
に
ジ
，
口
な
ど

の
給
米
工
事
を
実
．
施
し
て
い
ま
す
が
、

　
ゴ
ミ
の
内
容
を
み
る
と
そ
．
の
圏
あ
る

い
は
地
域
．
の
牛
活
状
態
が
わ
か
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
」
わ
ハ
」
レ
し
お
」
レ
つ
．
の
生
活
ツ
の
周
辺
希
マ
ハ
，
↓
．

か
え
’
．
て
み
ま
す
と
、
昭
和
二
十
年
代

．
の
ゴ
ミ
．
の
主
な
も
の
は
紙
ラ
．
ズ
、
木
ク

ズ
、
繊
維
ヶ
フ
、
そ
れ
に
残
飯
類
で
し

た
。
三
十
年
代
に
入
る
と
、
こ
れ
ら
の

ほ
か
に
あ
き
カ
ン
、
あ
き
ビ
ン
が
加
わ

り
、
三
十
年
代
の
末
ご
ろ
か
ら
四
十
年

ざ
こ
な
る
と
ド
ニ
ー
ー
ル
、
．
ポ
リ
エ
チ
ン

ン
、
ス
チ
ロ
ー
ル
な
吋
こ
、
い
わ
ゆ
る
フ

吊
．
ス
チ
　
ッ
ヶ
ン
一
瞥
ぼ
ゆ
れ
・
Q
ム
q
成
…
樹
…
脂
制
久

品
が
ふ
え
て
㌧
、
－
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
こ
れ
に
テ
ン
ビ
、
洗
た
く

機
、
冷
蔵
庫
、
そ
．
の
他
の
電
気
器
具
類

は
て
は
．
ポ
ン
コ
ツ
自
動
車
な
ど
大
型
の

ゴ
ミ
が
加
わ
’
．
て
、
い
’
．
そ
う
そ
．
の
処

理
を
む
ず
か
し
く
し
て
｝
、
－
ま
し
た
。

　
あ
る
人
が
「
，
大
き
な
ゴ
ミ
捨
て
場
に

四
月
と
五
月
の
二
ヵ
月
間
を
試
験
給
水

六
月
か
ら
完
全
給
水
が
で
き
る
よ
う
に

丁
事
が
急
．
ヒ
一
．
チ
で
す
す
め
・
・
つ
れ
て
い

ま
す
。

　
な
お
一
ヵ
月
．
の
水
道
料
は
十
ト
ン
ま
で

が
基
本
料
金
の
七
百
五
十
円
で
、
卜
㌧

を
こ
え
る
一
㌧
に
つ
い
て
一
二
十
円
が
加

算
き
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
八
年
蒔
事
業
と
し

’
㌔
矯
旧
瀬
地
区
一
　
（
L
⊥
村
一
、
　
二
伽
祖
ム
ロ
）
　
国
一

簡
易
水
道
を
施
設
す
る
計
画
が
す
す
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
の
加
入
世

帯
は
四
十
八
世
帯
、
百
九
十
七
人
で
、

こ
れ
が
完
或
す
る
と
本
町
の
水
雲
普
及

宙
午
は
四
六
％
、
砿
和
水
人
口
．
一
．
千
一
詳
日
入

と
な
り
ま
す
。

水道普及率46％に

．
　
．
へ

興話り行
たし）つ
とて世て
思い帯み
　ル　ヘヰ　

ナビ

いよ遣一
まし具ら
すたが生
。がそ活

　、　η　 ｝ず

　く）監一
　おい必
　もま要
　しすな

’ろよひ
　P、Lン
　表と通

ふ
え
る
産
業
廃
棄
物

　
「
汚
物
処
理
法
」
が
［
．
清
掃
法
」
と

な
り
「
．
廃
棄
物
へ
の
処
理
お
よ
霜
、
）
清
掃

に
関
す
る
法
律
」
と
改
正
き
れ
た
特
色

は
「
産
業
廃
棄
物
」
と
い
う
こ
と
ば
が

法
律
の
ヒ
で
定
義
づ
け
ら
れ
、
そ
の
処

な
く
そ
う
ゴ
ミ
の
山

　
近
年
町
内
の
い
た
る
と
こ
る
で
ゴ
ミ

．
の
不
法
投
棄
が
目
立
ち
は
じ
め
、
町
に

・
も
苦
情
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
先
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．
酎

爾
蕊

！
胞
・

【
　
　
　
．

静
ヒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ二㌃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝南　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔㌃　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　　　　　　　　　　　　　　　　　へ．二　〔　　　　　　　　　　　　　　　一．！　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　べ⊇　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　　一＿一　　　　　　　　一　！　　　　　　♂　　〔　　　　～一　　　一　　、一
P　　．一

、

理
責
任
が
明
確
に
ふ
・
・
れ
た
こ
と
で
す
。

　
日
本
の
高
瞼
経
済
成
長
は
、
各
種
産

業
の
発
達
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
そ

．
の
反
面
、
い
ろ
い
ろ
の
廃
棄
物
…
、
飛
躍

的
に
ふ
え
て
お
D
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

事
業
者
が
、
自
ら
．
の
責
任
に
よ
一
．
て
適

正
に
処
堕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
r
．
て
い
ま
す
。
二
．
の
産
業
廃
棄
物

．
の
量
は
、
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ゴ
ミ

の
十
倍
か
ら
二
十
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
．
、も

鶴
野
内
閣
の
旧
東
郷
橋
付
近
に
ゴ
ミ

の
集
団
が
で
｝
・
－
て
い
る
と
の
こ
と
で
現

地
に
行
r
．
て
み
た
ら
ゴ
ミ
．
の
山
が
あ
ろ

こ
ち
に
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
法
律
で
は
、
何
人
も
み
だ
り
に
ゴ
ミ

は
す
て
ら
れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
皿
．
投
棄

禁
止
「
の
規
定
が
あ
り
ま
す
，

　
ま
た
、
河
川
な
ど
公
共
の
水
域
に
は

い
’
ノ
き
い
ゴ
ミ
は
捨
て
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
一
．
て
い
ま
す
．
．
違
反
し
た
場
合
に

は
五
霞
円
以
下
．
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る

罰
則
規
定
も
あ
り
ま
す
．
．

　
自
然
の
美
し
き
は
一
度
失
な
’
，
て
し

ま
う
と
、
再
議
、
）
つ
く
り
だ
す
こ
と
は
不

可
能
と
き
え
い
わ
れ
て
い
ま
す
．
、
自
分

で
処
理
で
き
る
程
度
の
ゴ
ミ
は
自
分
で

処
理
す
る
よ
う
に
し
、
一
人
一
人
が
美

し
い
郷
土
を
保
つ
た
め
に
、
町
民
の
み

な
き
ん
．
の
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
，

　
個
人
で
処
理
で
き
な
い
ゴ
ミ
に
つ
い

て
は
町
で
は
現
在
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に

実
，
旭
す
る
か
処
理
計
画
の
検
討
を
す
す

め
て
い
ま
す
．
、
．
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鈴峰園に落語の慰問

明治大学の女学生5人

　
三
月
十
．
L
．
日
、
鈴
峰
園
に
明
治
大
学

客
語
研
究
会
（
最
首
良
枝
ン
、
・
ん
、
．
っ
女
性

ば
か
り
の
五
人
）
が
慰
問
に
訪
れ
ま
し

た
，
こ
の
研
究
会
は
、
落
語
を
通
し
て

へ
写
㍗
一
や
か
4
」
楽
等
し
い
・
A
2
（
囲
～
紙
♪
ぞ
つ
ノ
、

り
出
す
こ
と
を
研
究
し
て
い
る
ザ
・
．
：

フ
で
す
、
．

　
会
員
は
毎
年
春
休
み
を
利
用
し
〆
」
、

全
国
を
慰
問
旅
行
し
て
お
り
、
こ
と
し

は
会
員
四
十
人
が
八
班
に
分
か
れ
て
九

州
各
地
を
慰
問
し
て
い
る
ぞ
う
で
す
．
．

　
こ
と
し
は
じ
め
て
血
温
き
ん
ら
五
人

の
女
性
ば
か
り
の
グ
ル
ー
フ
が
編
成
ふ
、
・

れ
、
鈴
峰
園
の
前
は
佐
賀
県
．
の
施
設
を

慰
問
し
て
来
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
落
語
の
ほ
か
歌
や
ゲ
ー
ム

で
〕
時
間
半
、
お
と
し
よ
り
と
楽
し
く

談
笑
し
、
次
の
旅
行
へ
向
か
い
ま
し
た

就
職
者
の
激
励
会

台東報町7

今
春
中
学
卒
業
生
！

．
且
●

　
托
月
は
卒
業
式
の
シ
ー
ズ
ン
、
．
町
内

の
各
中
学
校
は
十
八
日
（
越
表
分
校
は

ト
六
日
）
小
学
校
は
二
十
六
日
、
幼
稚

園
は
二
十
四
日
に
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
式
が

あ
り
ま
し
た
、
．

　
こ
と
し
町
内
で
中
学
校
を
卒
業
し
た

人
は
百
五
十
八
人
で
、
こ
の
う
ち
六
一

％
に
あ
た
る
九
十
七
人
が
高
校
や
各
種

学
校
に
進
学
し
、
二
九
％
に
あ
た
る
四

十
六
人
が
就
職
し
ま
し
た
．
．

　
町
で
は
ゴ
．
月
菰
十
日
、
午
前
十
時
か

ら
老
人
福
祉
舘
で
就
職
者
の
激
励
会
を

開
き
、
町
長
は
じ
め
教
育
長
、
学
校
長

が
は
げ
ま
し
．
の
言
葉
を
の
べ
ま
し
た
．
．

　
こ
れ
に
対
し
て
就
職
者
を
代
表
し
て

．
小
林
叡
旨
き
ん
が
「
元
気
に
が
ん
ば
り

ま
す
」
・
と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
の
べ

ま
し
た
、

却
4
　
郷
土
の
あ
ゆ
み
　
～

解
4
　
　
　
　
　
塩
月
儀
市

》4
四
、
飛
鳥
時
代

層
　
飛
鳥
時
代
は
古
墳
時
代
の
後
約
百
二

4
十
年
間
ん
．
呼
卵
、
）
ま
す
。
二
の
時
代
は
古

じ
国
家
の
し
く
み
が
贅
ら
れ
蒔
代

4　
で
、
＋
［
墳
時
代
に
百
済
か
ら
伝
わ
ハ
．
た

解
ワ

ヂ
仏
教
に
よ
り
仏
教
美
術
が
栄
え
は
じ

》
め
・
そ
の
外
大
陸
文
化
が
伝
わ
・
た
時

r
で
も
あ
り
ま
す
・

　
国
家
組
織
は
・
中
延
は
・
に
長

言
あ
・
て
臣
、
連
、
宿
弥
、
朝
臣
、
忌

4
寸
、
使
主
、
公
な
ど
が
直
属
し
ま
し

母
た
。
ま
た
こ
れ
等
の
要
人
は
諸
部
の
民

4
》
を
率
い
て
各
業
務
に
従
事
し
ま
し
た
。

4
伴
造
で
す
。

母
碧
に
塑
造
道
の
師
県
主
・
別
・

　
蚕
胴
差
藁
族
が
い
・
下

が
民
を
統
べ
、
諸
部
の
民
は
そ
の
家
業
が

ヤ
待
定
し
て
い
ま
し
た
、
中
臣
、
斉
部
は

》
祭
伺
を
つ
か
さ
ど
り
、
伴
、
物
部
は
兵
政

　
・
つ
か
一
ま
し
・
．
兵
器
・
つ
か

々、

E
・
。
・
・
．
？
っ
の
に
弓
削
部
、
矢
作
部
、
金
玉

デ
陶
器
、
漆
器
を
作
る
者
は
鏡
作
部
、
玉
作

舟
部
・
土
師
部
・
漆
部
が
脅
ま
し
た
・

ヂ
母
墜
〉
こ
1
、
交
部
、
猪
甘
部
、
馬

チ
甘
部
、
牛
甘
部
、
鳥
取
部
、
鳥
養
部
、

『
守
部
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
・
こ
れ
等

〉は

E
の
撃
ξ
っ
て
官
髪
豪

タ
号
と
し
て
子
孫
に
伝
え
た
の
が
姓
名
で

や
す
。

乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
飛
鳥
時
代
に
は
大
化
の
改
新
と
大
宝
～

律
今
∂
二
つ
の
大
き
な
政
治
の
改
革
が
～

行
な
わ
れ
ま
し
た
・
　
　
〔

大
化
の
改
新
は
氏
族
制
度
を
打
破
し
マ

て
天
皇
親
政
の
制
度
・
こ
た
も
の
で
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

ム
三
4
、
氏
族
が
暑
し
て
い
請
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奴
隷
、
甲
解
放
し
’
、
公
聖
民
ン
こ
、
こ
樹

の
公
地
を
公
民
に
耕
作
｝
、
㌔
せ
て
税
を
徴
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

配
す
る
と
い
う
国
家
体
制
が
整
え
ら
れ
へ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
船
籍
が
定
め
ら
｝

・
・
人
・
生
・
三
才
・
琴
れ
ば
男
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
二
反
、
女
は
そ
の
ゴ
、
分
の
二
の
田
が
～

与
え
ら
れ
ま
し
た
．
こ
れ
を
口
分
田
・
二
〉

い
い
、
死
亡
す
れ
ば
園
へ
返
す
・
さ
ま
り
暁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

4、

ｵ
た
．
．
即
、
り
「
班
田
収
授
の
法
熟
、
み
ヲ
V

　
税
は
租
、
庸
、
調
2
．
．
種
で
、
租
は
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ
分
田
の
稲
に
課
せ
ら
れ
、
稲
で
納
め
慨

ま
し
た
．
官
に
納
め
る
あ
書
稲
と
γ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
N

呼
び
、
官
稲
は
正
税
、
公
摩
、
雑
稲
の
三
！

種
が
あ
り
、
正
税
は
中
央
政
府
の
費
用
、
〉

公
臨
は
地
方
官
庁
、
雑
稲
は
そ
の
他
の
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

地
方
庁
の
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！

庸
は
歪
日
数
労
働
、
塞
仕
し
、
調
は
や

そ
の
地
方
の
産
物
を
納
め
ま
し
た
。
日
！

向
で
は
雁
皮
紙
、
茜
、
麻
、
鰹
節
、
牛
へ

馬
な
三
こ
些
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

こ
の
新
し
い
政
府
の
改
革
、
甲
法
門
、
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

定
め
た
も
の
が
大
宝
律
令
で
、
律
は
刑
曳

法
、
八
口
は
行
政
ト
の
色
々
な
定
め
で
ブ

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
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お知らせ

右

’
　
1

凄　　．「蔓．．

一　π＝コ

ご
三
＝
　

　
曽

福
祉
年
金
の
支
払
い

五
月
分
は
七
日
か
ら

　
福
祉
年
金
は
毎
任
∴
目
、
五
目
、
九

月
に
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
六
日
か
ら
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
と
し
の
五
月
支

払
い
分
は
五
月
六
日
が
日
曜
日
に
な
り

ま
す
の
で
翌
日
の
七
日
か
・
．
っ
支
払
わ
れ

ま
す
．
の
で
ご
注
意
く
だ
き
h
㌦

　
ま
た
、
五
月
支
払
分
を
受
領
し
た
ら

毎
年
所
得
状
況
届
を
出
し
’
、
」
、
’
た
だ
く

こ
と
に
な
r
．
て
い
ま
す
．
、
こ
の
届
を
忘

れ
る
と
そ
の
後
の
日
金
が
・
も
ら
え
ま
せ

ん
の
で
六
月
］
二
十
日
の
鼠
講
‡
帆
で
に
お

手
も
と
の
国
民
年
金
証
書
を
添
え
げ
、
町

役
場
へ
提
出
し
て
く
ゼ
き
い
。

国
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
は
？

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
期
限
ま
で

に
必
ず
．
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
，

納
期
限
は
、
一
月
分
、
二
月
分
、
三
月

分
は
四
月
末
日
と
い
う
よ
う
に
＝
．
占
、
目

ご
と
に
納
期
限
が
決
め
、
つ
れ
て
い
ま

す
。
と
く
に
、
四
十
七
年
四
目
分
か
・
．
り

本
年
三
月
分
ま
で
の
保
険
料
は
、
こ
の

四
月
三
十
日
を
過
ぎ
ま
す
と
役
場
や
農

協
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
，

　
な
お
、
所
得
が
な
く
て
保
険
料
を
納

春の青少年を伸ばす

　　　運　動

　
　
　
＼

一
三
騨

ひ
と
声
運
動

危
い
こ
と

い
け
な
い
こ
と
を

し
て
い
た
時
に
は

ち
ょ
っ
と
ひ
と
声

か
け
ま
し
ょ
う

痢　
　
　
　
　
、

煮
。
）
N

総
懸ト

リ
や

劣
ナ
を

い
じ
め
ま

い
よ
う
に

一■ nbσ1

d
の
、
・
つ
れ
（
ほ
い
人
δ
n
、
　
芦
、
の
↓
承
↓
系
滞
納
川
’
し

な
い
で
、
保
険
料
．
の
納
付
を
免
除
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
隔
祈
言

に
ご
相
談
く
ゼ
き
い
．
．

町
有
財
産
の
整
理

　
大
丑
，
時
代
か
ら
条
件
付
ま
た
は
無
条

件
土
地
と
し
て
町
有
に
贈
与
の
議
決
が

ン
・
、
れ
、
そ
の
ま
ま
に
な
一
ノ
て
い
る
土
地

の
う
ち
に
当
然
個
人
に
譲
渡
す
べ
き
土

地
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
・
．
っ
の
土
地
を
整

理
す
．
る
た
め
に
、
町
議
会
に
持
別
委
員

会
を
設
け
〆
、
数
年
に
わ
た
り
現
地
を
調

査
し
〆
、
｝
、
－
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
こ
の

ほ
ど
こ
の
整
理
が
終
り
ま
し
た
．

　
こ
．
の
こ
と
に
つ
い
’
、
該
当
者
に
は
区

浸
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

登
記
手
続
》
・
－
を
し
た
人
は
わ
ず
か
で
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
そ
の
ま
ま
に
な
r
．
て

い
ま
す
，
年
月
が
た
つ
と
登
記
の
手
続

き
に
や
っ
か
い
な
問
題
も
起
き
て
き
ま

す
の
で
、
早
日
に
そ
の
手
続
き
を
レ
ニ
．

て
く
ゼ
山
・
、
い
。

　
な
お
、
こ
の
登
記
に
は
議
決
書
一
の
抄

本
が
必
要
で
す
一
．
町
議
会
事
務
局
に
そ

．
の
旨
申
し
出
て
い
た
だ
け
れ
ば
抄
本
を

交
付
い
た
し
ま
す
．
一

町
の
奨
学
生
を
募
集

　
町
で
は
本
町
出
身
者
で
高
等
学
校
以

上
の
学
校
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
各
種

学
校
に
在
学
し
、
学
資
に
困
っ
て
い
る

学
生
に
対
し
て
奨
学
金
を
貸
与
し
て
い

ま
す
が
、
い
ま
希
望
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
．
、
奨
学
金
の
額
は
高
等
学
校
お
よ

び
高
等
専
問
学
校
（
こ
れ
に
準
ず
る
各

種
学
桟
を
含
む
）
に
在
学
す
る
人
は
目

額
二
千
円
か
ら
七
干
円
、
大
学
に
在
学

す
る
人
は
目
額
一
力
円
以
内
で
す
．
、

　
奨
学
金
の
貸
与
を
希
望
す
◎
人
は
願

書
に
履
歴
書
、
身
体
検
査
書
（
公
立
病

院
発
行
の
も
の
）
成
績
証
明
書
、
ま
た

は
在
学
証
明
書
を
添
え
、
四
月
二
十
日

ま
で
に
町
教
育
委
員
会
宛
提
出
し
て
く

だ
》
・
・
い
．
、
願
書
用
紙
は
教
育
委
員
会
に

請
求
し
て
い
た
ゼ
け
れ
ば
送
付
し
ま

す
．
．
　
（
用
紙
請
求
は
電
話
で
も
可
）

4
月
1
2
日
に
交
通
規
制

　
全
国
植
樹
祭
に
ご
出
席
の
た
め
四
月

六
日
か
ら
　
週
間
、
県
内
を
訪
問
き
れ

る
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
四
月
十
二
日

（
木
曜
日
）
午
後
一
時
四
十
分
か
ら
二

時
五
分
ま
で
日
向
市
の
圏
道
一
β
号
線

を
南
進
、
御
行
三
三
に
な
り
ま
す
．
．

　
こ
の
た
め
国
道
一
⊂
号
線
は
勧
送
迎

者
の
た
め
混
雑
が
予
想
き
れ
ま
す
の
で

交
通
事
故
防
止
．
の
た
め
こ
の
時
間
に
交

通
規
制
が
行
な
わ
れ
ま
す
、

香
典
返
し

　
◆
小
野
田
区
の
谷
口
ヵ
ズ
子
さ
ん
か

ら
故
義
秋
き
ん
の
忌
明
け
に
◆
鶴
野
内

区
の
渡
辺
藤
欠
き
ん
か
ら
故
ユ
ク
エ
き

の
ん
忌
明
け
に
◎
追
野
内
区
平
池
秀
吉

さ
ん
か
ら
故
徳
松
さ
ん
の
忌
明
け
に
香

典
返
し
と
し
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
に

そ
れ
ぞ
れ
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
．
．

　
こ
こ
に
慎
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
厚
く
お
礼
を
申

し
あ
げ
ま
す
．
．

　
　
　
　
東
郷
陣
、
社
会
福
祉
協
議
会

懸
磯
欝
鱗

　
　
　
　
　
二
月
届
出
分

出
生
お
め
で
と
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
　
父
の
名
部

橋
　
口
　
〔
　
也

東
村
光
教

．
南

口
　
裕
　
美

千
　
晶

置
床
き
お
り

都
　
甲
　
東

吉る噛、

一

。～豪

｛冒．白

虹
幸

‘己ξ

　
霊

寺
　
迫

市
小
野
田

労
寺
迫

　
　　

　
　
　
一

明
鶴
野
白

　
　
　
　
　
　
　
　

無
下
渡
岨

　
　
　
　
一

之
一
小
野
田
．

　
　
　
　
一

結
婚
お
め
で
と
う

氏

名

　
赤
　
　
松
　
　
繁
　
　
男

　
野
別
喜
久
代
日寺部

駈滞

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

平海佐富草氏
田野藤山野
藤

右広定ツ鉄
脚吉註蔵名

八八八六八隻
　　　．マ　Tコーン＼ハノ＼ノ＼

越福迫呼小部
　　　野．．一　　野
表瀬内谷田洛

押一一人　ロー一一呈

≡　　　48年乙月1臼現在　　≡

≡　　　　　　　（　　）は自前月比　　　　葦

1　　　男　　3，417人　1

…　　　　　　　　（一6）　≡
1　　女　　3，695人　；

≡　　　　　　　　（一2）　≡

≡総数7，112人≡
≡　　　　　　　　（÷4）　≡
1世帯数　　1，765世帯1

≡　　　　　　　　（＝0）　　∈
騨4助■巳「■膣181髄mll圏r■闘lllrllr随1811rllllllrll■川‘ll■1川川111■■11111■1槻川」


	２７㌶の農地を造成－４７年度の開パ事業で
	一世帯一住宅をめざし－三ヵ年で３２戸を建設
	町のシンボル
	通学の安全確保－春の交通安全運動４月６日～１５日
	養豚の公害防止
	電話の普及率77％－地域集団電話の増設
	心身障害者に希望を－心身障害児（者）扶養共済制度に加入しよう
	ふえる産業廃棄物
	なくそうゴミの山
	鈴峰園に落語の慰問－明治大学の女学生５人
	就職者の激励会－今春中学卒業生

